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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
光源を装着するソケットを支持してなる筒状の照明器具本体と、同照明器具本体に固定し
、光補償ランプを内面に配置してなる反射鏡と、光源を点灯するための安定器を収納して
なる安定器収納体とを有し、前記照明器具本体に取り付けてなる支持体と安定器収納体と
の間に、光補償制御装置を収納してなる光補償制御装置収納体を取り付け取外し自在に構
成したことを特徴とする照明装置。
【請求項２】
照明器具本体に取り付けてなる支持体と光補償制御装置収納体との間、光補償制御装置収
納体と安定器収納体との間の少なくとも一方は空間を有して構成したことを特徴とする請
求項１記載の照明装置。
【請求項３】
光補償制御装置収納体と安定器収納体は、反射鏡を支持してなる照明器具本体に対して角
度を可変し得るように構成したことを特徴とする請求項１及び請求項２記載の照明装置。
【請求項４】
照明器具本体に支持体を回動自在に取り付け、同支持体からリード線を引き出し、反射鏡
の内面に配置してなる光補償ランプを装着してなるソケットに接続したことを特徴とする
請求項１乃至請求項３記載の照明装置。
【請求項５】
光補償制御装置収納体と、安定器収納体の、支持体側の対応面は、同じ支持機構を有して
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構成し、光補償制御装置収納体若しくは安定器収納体は、いずれも直接支持体に支持し得
るように構成したことを特徴とする請求項１乃至請求項４記載の照明装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は照明装置の改良に関し、特に放電ランプの点灯初期における光束が安定するまで
の間の光補償装置を備えた照明装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、光補償光源を備えた照明器具として、高輝度放電灯を装着してなる器具本体に、
照明用反射鏡を支持し、同照明用反射鏡の内面に位置して補助光源を設けたものが発明さ
れている（特許文献１）。特許文献１に記載の照明器具は、高輝度放電灯を点灯するため
の安定器と、補助光源を点灯するための光補償装置を器具本体とは別々に構成し、別々に
建物の天井裏等に配置してある。
　また、高輝度放電灯を装着してなる器具本体と光補償装置と補助光源とを一体的に構成
した構造のものが発明されている（特許文献２）。
【特許文献１】特開平２－１０６８０５
【特許文献２】特開平１０－３３４７２５
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　ところで、上記した特開平２－１０６８０５号公報に記載の発明によると、器具本体と
は別々に安定器と光補償装置を天井裏等に配置するので、安定器と光補償装置の取り付け
る場所の確保が困難となる場合が多い。
　一方、特開平１０－３３４７２５公報に記載の発明によると、器具本体と安定器と光補
償装置を一体に構成すると、特開平２－１０６８０５号公報に記載の発明の欠点は解消さ
れるが、光源のワット数の種類に応じた数の器具本体を用意する必要があり、在庫管理が
煩雑となる欠点がある。また光補償光源を備えた照明器具の取り付け間隔は、通常におい
ては、光補償光源を備えてない照明器具１０台に対して、１台程度を、間隔をおいて組み
込み配置するため量産性の要請は少なくコスト高となる欠点がある。さらに器具本体と安
定器と光補償装置を一体的に構成すると、比較的耐熱温度の低い電気部品が収納されてい
る光補償装置は光源から発せられる熱的影響を受けないように構成する必要がある。
【０００４】
　そこで本発明は、器具本体と安定器とを備えた照明装置の間に、必要に応じて光補償装
置を取り付け取り外し自在に構成することができる照明装置を提供することを目的とする
。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記課題を解決するために、本発明は次の構成とする。請求項１は、光源を装着するソ
ケットを支持してなる筒状の照明器具本体と、同照明器具本体に固定し、光補償ランプを
内面に配置してなる反射鏡と、光源を点灯するための安定器を収納してなる安定器収納体
とを有して構成してある。
　また前記照明器具本体に取り付けてなる支持体と安定器収納体との間に、光補償制御装
置を収納してなる光補償制御装置収納体を取り付け取外し自在に構成してある。
　請求項１に記載の発明によると、在庫管理の煩雑性は解消され、また器具本体と安定器
は兼用できるので、比較的安価に照明装置を構成することが可能となる。
【０００６】
　請求項２は、照明器具本体に取り付けてなる支持体と光補償制御装置収納体との間、あ
るいは光補償制御装置収納体と安定器収納体との間の少なくとも一方は空間を有して構成
してある。
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　請求項２に記載の発明によると、光補償制御装置収納体に伝わる熱は抑制することがで
き、光補償制御装置収納体に収納された光補償制御装置の構成部品は高熱より保護される
。
【０００７】
　請求項３に記載の発明は、光補償制御装置収納体と安定器収納体は、反射鏡を支持して
なる照明器具本体に対して角度を可変し得るように構成してある。
　請求項３に記載の発明によると、照明装置の設置場所の条件に応じて、照明装置を設置
することができる。
【０００８】
　請求項４は、照明器具本体に支持体を回動自在に取り付け、同支持体からリード線を引
き出し、反射鏡の内面に配置してなる光補償ランプを装着してなるソケットに接続して構
成してある。
請求項４に記載の発明によると、照明器具本体を回動する際にリード線は短く、またリー
ド線が捩じれることがなく、照明器具本体を容易に回動することが可能となる。
【０００９】
請求項５に記載の発明は、光補償制御装置収納体と、安定器収納体の、支持体側の対応面
は、同じ支持機構を有して構成し、光補償制御装置収納体若しくは安定器収納体は、いず
れも直接支持体に支持し得るように構成してある。請求項５に記載の発明によると、照明
器具本体に取り付けてなる支持体に対して、安定器収納体と若しくは光補償制御装置収納
体を同じ構造で容易に取り付け取外しすることができる。
【発明の効果】
【００１０】
本発明によると、器具本体と安定器とを備えた照明装置の間に、必要に応じて光補償制御
装置収納体を取り付け取り外し自在に構成することができるので、在庫管理が煩雑となる
ことがなく、また照明装置の部品を兼用できるので安価に構成することができ、さらに天
井面等への設置が容易とる効果がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下本発明の最良の形態を図１乃至図７について説明する。
【実施例１】
【００１２】
　図１は本発明に係る照明装置の正面図、図２は図１の照明装置の要部の分解斜視図、図
３は図２を異なる視点から視認したときの分解斜視図、図４は光補償制御装置収納体の上
面の支持板の拡大斜視図、図５は光補償制御装置収納体を配置しないときの本発明に係る
照明装置の正面図、図６は本発明に係る照明装置の他の実施例を示す斜視図、図７は光補
償制御装置を組み込んだときの本発明に係る照明装置の回路図である。図１乃至図３にお
いて、１は光源２を装着するソケット３を支持してなる筒状の照明器具本体であって、例
えばアルミ鋳物で構成してある。４は照明器具本体１の外壁に一体的に構成してなる放熱
フィンである。光源としては、例えば４００ワットの高圧放電ランプを用いて構成してあ
る。５は照明器具本体１の上部に取り付けてなる支持体であって、締め付けボルト６で固
定するように構成してある。また同支持体５は照明器具本体１に対して回動自在に軸着し
て構成する。同支持体５は回動自在に構成した場合は照明器具本体１に対して９０度まで
の範囲で回動するように構成してある。
【００１３】
１０は照明器具本体１に支持してなる下面を開口してなる回転放物面形の反射鏡である。
同反射鏡は別途多数の小面を連接して回転放物面形に構成し、配光制御するように構成し
てもよい。１１は反射鏡１０の内側面に配置してなる光補償ランプであって、例えば２５
０ワットのハロゲンランプを用いて構成してある。１２は光補償ランプ１１を装着するた
めの小型ソケットである。１３は支持体５から反射鏡の内面の小型ソケット１２にかけて
接続してなるリード線である。
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【００１４】
２０は光源２を点灯するための安定器であって、箱型の安定器収納体２１に収納して構成
してある。同安定器収納体２１は、２５０ワットの電子安定器と、４００ワットの電子安
定器を収納し得るように兼用型として構成してある。２２は照明器具本体１に取り付けて
なる支持体５と安定器収納体２１との間に取り付け取外し自在に構成してなる光補償制御
装置収納体２３であって、光補償制御装置収納体２３の内部に収納して構成してある。こ
のように支持体５に支持してなる光補償制御装置２２と、光補償ランプ１１を近接して配
置するとリード線の配線長を短く構成することができ、また照明器具本体１に対して支持
体５を回動した場合に、光補償制御装置収納体２３に収納された光補償制御装置２２と光
補償ランプ１１を接続するリード線が捩じれることがなく容易に回動することが可能とな
る。また照明器具本体１に取り付けてなる支持体５と光補償制御装置収納体２３との間、
あるいは光補償制御装置収納体２３と安定器収納体２１との間は空間２４または空間２５
を有して構成してある。同空間２４または空間２５は発熱量の少ない光源あるいは安定器
２０を用いた場合は、いずれか一方でよい。同空間２４または空間２５を用いることによ
り、同空間の放熱作用により、光補償制御装置収納体２３への熱伝導が減少し、光補償制
御装置収納体２３に収納してなる耐熱温度の低い電気部品を保護することができる。また
同安定器収納体２１と光補償制御装置収納体２３の外壁には放熱フィンを一体構成してあ
る。
【００１５】
　図７は光補償制御装置を組み込んだ本発明にて実施する公知の回路図である。図７にお
いて、１００は電源、２０は安定器、２は安定器２０を介して接続してなる光源、２２は
光補償制御装置であって、光補償ランプ１１を点灯制御する。同照明装置によると、光補
償制御装置２２は、高圧放電ランプ２の二次側の電流を検知しており、高圧放電ランプ２
の光束が安定するまでの間、光補償ランプ１１を点灯する。
【００１６】
　次に支持体５と、光補償制御装置収納体２３と、安定器収納体２１の支持構造について
説明する。光補償制御装置収納体２３と、安定器収納体２１の支持体５側の対応面の支持
構造は、図２と図３に示すように同じ支持機構を有して構成してある。
図２乃至図４において、３０は光補償制御装置収納体２３の安定器収納体２１の対応面側
に構成してなる支持板であって、光補償制御装置収納体２３との間に若干の空間を有して
配置してある。３１は支持板３０の上面に構成してなる掛合片であって、四個を一組とし
て構成してある。３２は光補償制御装置収納体２３と、安定器収納体２１を支持するため
のネジ締付孔である。３３は安定器収納体２１の下面に設けた弾性突起３４を掛合するた
めの空孔である。同空孔３３から弾性突起３４を掛合させて、光補償制御装置収納体２３
と、安定器収納体２１の結合を強固なものとして構成してある。３５は光補償制御装置収
納体２３の上面に配置してなるコネクターであって、電子安定器２０と電気的に配線され
る。
また図３において、４０は安定器収納体２１の光補償制御装置収納体２３の対応面側に構
成してなる空孔であって、四個を一組として構成し、支持板３０の上面に構成してなる掛
合片３１が掛合する。
【００１７】
次に支持体５の光補償制御装置収納体２３の対応面の支持構造は図２に示すように、光補
償制御装置収納体２３と、安定器収納体２１の支持構造と同一に構成してある。図２にお
いて、４１は支持体５の上面に構成してなる掛合片であって、四個を一組として構成して
ある。同掛合片４１は、安定器収納体２１の空孔４０又は光補償制御装置収納体２３の支
持体５側の対応面に構成した四個一組の空孔５０に掛合する。５１は光補償制御装置収納
体２３と、支持体５を支持するためのネジ締付孔である。
５２は光補償制御装置収納体２３の下面に設けた弾性突起５３を掛合するための空孔であ
る。同空孔５２に弾性突起５３を掛合させて、光補償制御装置収納体２３と、支持体５の
結合を強固なものとして構成してある。５４は支持体５の上面に配置してなるコネクター
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であって、光補償制御装置収納体２３と光源２が電気的に配線される。
【実施例２】
【００１８】
実施例１で説明したように、光補償制御装置収納体２３と、安定器収納体２１の、支持体
５側の対応面は、同じ支持機構を有して構成したので、図５に示すように、光補償制御装
置収納体２３を省略し、支持体５に安定器収納体２１を直接掛合することができる。実施
例２によると、光補償制御装置収納体と、光補償ランプと、光補償ランプのソケット、リ
ード線は省略される。実施例２によると、必要に応じて光補償制御装置収納体を取り付け
取り外し自在に構成することができるので、照明装置の部品を兼用できるので安価に構成
することができ、また在庫管理が煩雑となることがない。実施例２で使用している各構成
部品は実施例１におけるものと同一である。
【実施例３】
【００１９】
　実施例１で説明した照明装置における光補償制御装置収納体２３と安定器収納体２１は
図６に示すように、反射鏡１０を支持してなる照明器具本体１に対して角度を可変し得る
ように構成してある。図６において、光補償制御装置収納体２３と安定器収納体２１を回
動して角度を可変したときに締め付けボルト６にて締め付ける
実施例３で使用している各構成部品は実施例１におけるものと同一である。
実施例３によると、照明装置の設置場所の条件に応じて、照明装置を設置することができ
る。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明に係る照明装置の正面図。
【図２】図１の照明装置の要部の分解斜視図。
【図３】図２を異なる視点から視認したときの分解斜視図。
【図４】光補償制御装置収納体の上面の支持板の拡大斜視図
【図５】本発明に係る照明装置の他の実施例を示す正面図。
【図６】本発明に係る照明装置の他の使用例の斜視図。
【図７】光補償制御装置を組み込んだときの照明装置の公知の回路図。
【符号の説明】
【００２１】
１　照明器具本体
２　光源
３　ソケット
４　放熱フィン
５　支持体
６　締め付けボルト
１０　反射鏡
１１　光補償ランプ
１２　小型ソケット
１３　リード線
２０　安定器
２１　安定器収納体
２２　光補償制御装置
２３　光補償制御装置収納体
２４　空間
２５　空間
１００　電源
３０　支持板
３１　掛合片
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３２　ネジ締付孔　
３３　空孔
３４　弾性突起
３５　コネクター
４０　空孔
４１　掛合片
５０　空孔
５１　ネジ締付孔
５２　空孔
５３　弾性突起
５４　コネクター
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